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軽量・高剛性の CFRP軸構造体加工技術 

現行品とほぼ同等の剛性を保ちながら重量 1/3 の軽減を達成 

技術分野分類  5903：複合材料 

技術キーワード  （２）：構造用複合材料 

産 業 分 類  E-18：プラスチック製品製造業 

 

内 
 
 
 
 
 

容 

 

概  要 

 

炭素繊維強化プラスチック（CFRP）を比剛性/比強度の良好さだけでなく、

実剛性も高めることで、現在、大量に使用されている鉄鋼製機械部品にまで適

用範囲を拡大するための技術開発に取り組みました。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

具体的には、高弾性炭素繊維を素材に選び、適切なフィラメントワインディン

グ（FW）積層条件、Va-RTM 成形における樹脂注入条件等の検討を重ね、試

作したロボットアームは、現行品とほぼ同等の剛性を保ちながら重量 1/3 の

軽減を達成しました。 

本技術の 

有用性 

高弾性率のピッチ系炭素繊維を利用。 

重量を 1/3削減。 

剛性は鉄鋼とほぼ同等。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

適用可能製品 
ロボットアーム 

軸対称構造の大型部品 等 
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高弾性率 CFを用いた FW成形 一次試作ロボットアーム 


